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媒光卸わ 族 わける フヮシントメタマパニつ放ゼ埼畑 ヒ承次堪

( 本 ダ ヽヤナ分 , 多)

ア、均旨 』く と 倣 , v

タソレントメノてノぜ■,ホ、歓子夫ゼリ夜培能,,などえ抑だ現代J7ク げ、2ガ火各卵

ネク衣宕,収せ A大 ぞ円好零とふえて▽ヽる。本利ルなと河表ふ 身タガた必ヽヴ7教 'コ務宏
サろか 、そク餃孝靖ガ終tク で嫁の角怒夕双

｀
泌が去月ジ.家 の反をヴ六=<を /f7=せヽ

る. こりたり靖夕周岬代人患イOAタ フシント′タマノヾ`エク友導)だちを夕くり、好k者 と

り瑠体となう卜 r = って' ～
占々女すみ`

ぇ 、衣 舞 内 ふ
! )ク レシントメ/マ バエによみチズじ湾翔と承Kを
て' )ク ワツントメノマパニ次よって塚がも止ノと忍,たぢ小 、テガイつまど′古ゑ

本叛委ク仲扱ぶ彰' 9 t乃が 、'月 下 つ 吹 浄 ′士ヵ 碁荻 な タチ″狭 ′古韓 , '人′ユい 。 とん が つ

て,月 チ匂のも止ジく売ダを)ガヾ 振ウ反→:れ知く、/′ク/も上リタ均か恭ちフ,そて
Ⅲ', /、髪

切 家 て
' 3 ' ′

( 女 伐 旅 逐 ネ ル ′ t ″ ョ とリ ゴ ) 力 文 ブ る。 3 夢 代 ″ 滑 下つ ～ ? ガ 上 つ

く,もと)と 4っ た場か 、まク域化ぶ夫上全9代、守宏ハ後下つみ

像)現 ヤな 本が 7月 千0と '月 下つの之刈る止ノ代日 ,た ち谷 (☆ 幸ぜけこのケ
ーズ歩 多ヽヽ )は 、み 切塚ご 店オ～3'/、 費夕塚 で`アオ汐 /滅 kす るo

●ノ 然 夕冷な 衆か も止 ブと日う々掲小 、八″ま ギrt'ガ 下勾 く'月 ,つ キと,チ

リく ,月 上匂 キ冴渇上つく7月 下匂 り塚 X号 とrュジ 、安プ 塚ど/す'月 下匂(7カ Ta

や9,,上 つく ,,サ つ く ',上 旬 夕家アを ごある。

ゆ 殊 の芋衣 クな森ム・
U上 夕と ′Jフ々るかイ ・お も時夕勝ドギ ぶイZ、 X宅 ム サめい

鎮拘 と云す 。

ゆ 次 >れ と と力をtう どと文贅 こたラるか 、み ク幸、で
1`や

スタないパ 、多″綜 どrJ

力を こつゴタカ梶な オ赤 ケアとく、j7K七ク恐 うも "が 大宅ぶ・

え)抜 孝靖ヨDか,字 え陶渋 ク忠 、ヾ

クラツ ントかタ マノせ1二′や、坪え印 にあヽいてせ～4せ ′fを くノと すが 、/た か (`

月 下勾 ^ 7 β ■ 匂 ) ク な 定 モ , よブ な く 、 え た 夕' 皮 後 夕 各 を を か 鳥 荻 代 お ル して え を 次

も ど つく均今ぶ 多い 。 とくた .6止 ブ κ卜 ,て 月発衣 本パ 密上す る'カ チつ た も不捉

の3イビ要'の本を投 密翌)ため々 ヮ、ギ 々 。安ク家 ク文をム'法
打 サ ろ7ヵ 下匂 夕夜孝 ′士ヽ

スたタル 容 を振 遊夕り々ヵ 々ろつご 。この埼勢ウ 脇総 々宅 スヽを量 く 、

3 , 后準 エ ク 密 た、 争 瑠

ウ ク ワシントメタマパ エク為主埼夕B ′十 気 験呑すヤぅろ尊けた' 勢々 t ) ‐てタタ受汐

が多珍りで 、本 法子妖κ稼をサわ.

え) テ 月チ匂 r々t止クにァとっ々素'1、ま 夕奴yヒ" 遊ヽ学 、ま身パ体下すろ夕ぞ・、ギ輝

【廟至する。

4 み た 文

貿 ) , 夫姫 身

占 】 強 ギ
リ な 分午ア

え) 壱ギ塚定お)ス

就 ヽ 済

てゲ対 )求
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形字> と' キ

打
妹 ふイ坑女号 (′ ')
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喝干0、 7月 下り 、'滑 itヤ '千 つ t,月 上 ゆ 々お 心 した 、章 た 、雰夕率 `r7,ト

絢 、 冴 月 上
・

や
｀

千 句 . ワ 増 上 旬 代 ' わ奄ヽと 行 っ た 。

イ々 とだ4ネ,き、み こ夕″ネrっ 、ヽ て松 夕/1・荻 各 をあたヽ するこ と、洞
~ネなの)■ 本払 、外袴

ガ gス 命 逝炊使 どもつえ本 り)サ /小 と城いくヽじ./⌒ と発 す`も 弦 ごネ ヮ率クギ数 夕な 森

と拘 にサ ろこ と故足 しため

5)胡 恭 3塚

t l  l  油だヽ靖動 と乃本な オとつ稗像 こ茅 みと、力た し夕ず 1ズ >れ 逆とウみ 夕 、衆

″ を期 "デ 、房月十匂 ク拘樽車 ご角本衣ムのllP狭とγたが 'ヽ月 チ。双冷 ガわ結 ど′丁

角あな 本クト伊及′tキ う代′よか ,た o

ビ)承 タズ家宅 ′す糸 フつハ衣 示油 やこど 、7月 下匂 夕泌 心″ド'名お′こと洞孝 9X子

を と示 したが  た の始終巧2'ぜ′なブ丁kウ 黒力心 と卜迎 ノ 、とく代角んタャ S弧ゴ』か つ

たテカ干句 、7ガ 下匂 じ′″干々つま″貿か/掲 干旬ク'かきたら,いてゲ/」か ,た o

け)Zフ つ谷荻 本捻 ｀こ′卜 急満′屯,乙えk↑1打9tワ'3ルタ務 t tt X安好パサみく、

とくKテ 月チ匂コあゼ '弱かせ。こll懇拍 Gこ とつ/.バ大つか っぞ,

く4)家 淋 9〒 衣 夕夜 と妨に1こため谷 t、 掬思 した衣 本み1急'あ志衣共 て左湾を,りを

24ヽろぇ"た 、サねを増ど'のギ へ`!子どア求モA・ケ′↓か った。日ち'.ナ ■こあど
'のと名千

技パ レく々 口之ったパ 、林 '2ご 学 そ7る谷ク文宝哲 りrFtt T  r rケ"か つた。

4) 只 第、ヤ9ガ ー タ

O 全 伎条摘芯
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